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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
市
政
発
展
の

た
め
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
、
五
泉
市
は
、
少
子
高
齢
化

を
は
じ
め
、
台
風
に
よ
る
農
業
被

害
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
が
も
た

ら
す
影
響
、
商
工
業
の
振
興
等
、

克
服
す
べ
き
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
市
議
会
議
員
選
挙
が
あ

り
、
議
員
と
し
て
の
新
た
な
四
年

間
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

市
議
会
と
当
局
は
車
の
両
輪
に
例

え
ら
れ
ま
す
が
、
市
議
会
と
し
て

の
立
場
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
今

後
も
引
き
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
解
決
に
向
け
市
民
の
皆
様
の

声
を
十
分
に
お
聴
き
し
な
が
ら
、

誠
心
誠
意
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

新
春
に
臨
み
、
本
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
幸
多
く
、
大
い
な
る

飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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五泉市議会だより　第35号

議 員 の 抱 負 を 紹 介 し ま す　 
議席
番号 氏　　　　名 抱　　　　負

1 深
ふか

 井
い

　邦
くに

 彦
ひこ 五泉市の進むべき方向について、市民の皆様のご

意見と伊藤市政との両輪を大切に、市民生活に直
結した提案、質問をして参ります。

2 桑
くわ

 原
ばら

　一
かず

 憲
のり 今年一年間で全ての失敗を経験するつもりで、何

事にも恐れず新人らしく思い切って挑戦して行き
たいと思います。

3 白
しら

 井
い

　妙
たえ

 子
こ 大切にします。「市民感覚と女性の視点」市民の意

を必ずつなげていき、「元気で明るいまちづくり」
を目指し努力してまいります。

4 今
いま

 井
い

　　 博
ひろし 市民の負託を受け議会に送っていただきました。

議員の本分である市民の声に耳を傾け、声を届け、
報告をして行く決意です。

5 安
あん

 中
なか

　　 聡
さとし 市民が議会や行政を批判しても報復を受けない、

言論の自由がある風通しの良い、住みやすい市に
するために、力の限り頑張ります。

6 佐
さ

 藤
とう

　　 浩
ひろし 市民の皆さんの声に耳を傾け、行政と市民とのパ

イプ役として、がんばります。産科の誘致、設置
を目指し、全力を注ぎます。

7 長
は

谷
せ

川
がわ

　政
まさ

弘
ひろ 母校、加茂農林赤星校長建学の精神「農夫たるも

の知・情・意を兼ね備えた英国流紳士誼」の教え
のもと議員活動を邁進します。

8 伊
い

 藤
とう

　昭
しょう

 一
いち 「地域・現場」をモットーに「今日より明日は良

くなる」「今年より来年は良い年になるよう」皆さ
んと共に全力で頑張ります。

9 佐
さ

 藤
とう

　　 渉
わたる 人口減少対策に対し、五泉市を担う子供たちが将

来に夢がもて、住み続けたい街づくりのため子育
て日本一の都市を目指します。

10 平
ひら

 井
い

　敏
とし

 弘
ひろ 現在、すべての業種で就業者の不足、後継者不在、

更に少子化という事態を市民の目線で地域を見つ
めみなさんと共に頑張ります。



3

五泉市議会だより　第35号

議 員 の 抱 負 を 紹 介 し ま す　 
議席
番号 氏　　　　名 抱　　　　負

11 牛
ご

 膓
ちょう

　利
とし

 栄
えい 急速に進む少子高齢化と人口減少を解決する為、

市民総活躍社会を実現し将来的に人口が増加に転
ずる様に努力したいと思います。

12 鈴
すず

 木
き

　良
よし

 民
たみ 「市民から信頼できる人」として、強い信念と高

い志をもって、ブレない議員として、責任ある活
動を行ってまいります。

13 熊
くま

 倉
くら

　政
まさ

 一
いち 少子高齢化社会の課題解決、福祉の充実、若者の

定住と子育て、青少年の健全育成と心豊かな教育
のために、誠心誠意がんばります。

14 広
ひろ

 野
の

　　 甲
まさる 活力有る街、五泉市を目指し、地場産業の復興、

子育て支援、若者の定着を促進する政策に力を入
れたい。安全安心の街を作りたい。

15 剣
けん

 持
もち

　雄
ゆう

 吾
ご 特色あるまちづくり、中長期的展望、人口減少対

策や社会福祉の充実、安心安全な五泉市構築のた
めの政治活動に邁進いたします。

16 羽
は

 下
が

　　 貢
みつぐ 信頼される開かれた議会となるように公報・公聴

に努め、市民の皆さんに理解される安心安全なま
ちづくりを目指します。

17 町
まち

 田
だ

　俊
とし

 夫
お 議会は言論の府であり、加えて監視の府でもあり

ます。チェック機能を果たす為、是は是、非は非
で対応したいと考えています。

18 阿
あ

 部
べ

　周
かね

 夫
お 命を守る政治を信条として、初心を忘れずに一生

懸命頑張ります。安心安全な市民生活の為に、皆
様の声を基本に毎議会発言します。

19 猪
いの

 熊
くま

　　 豊
ゆたか 市長の個人的趣味のモンゴル交流や箱もの建設に

30億円。これでは暮らしを守れません。国保税と
保育料引下げ、消雪パイプ拡充を！

20 林
はやし

  　　　茂
しげる

本音の政治。
常に市民目線で頑張ります。
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五泉市議会だより　第35号　

平成27年 第６回

11月 初議会で議会人事と２議案審議

臨時会 正副議長と委員会体制を決定して、補正予

算と人事案件を審議

　改選後初の議会となる平成27年第６回臨時会が、11月

４日に開かれました。

　市議会だより第34号で、委員会体制と会派構成につい

てお知らせしましたが、今号では正副議長の選挙結果と

議案の審議結果をお知らせします。

議案の議決結果・概要
提
出
者

審　　議　　案　　件
本会議
議　決 
結　果

概　　　　　　　　　　　　　　要

市
　
　
　
長

議第93号
平成27年度五泉市一般会計補正予算
（第５号）

可決
歳出の１款議会費に、改選に伴う議員期末手当27万９千円を追加し、
12款予備費を27万９千円減額するものです。
既決予算総額に変更はありません。

議第94号 五泉市監査委員の選任について 同意
広野　甲議員を五泉市監査委員に選任することについて、議会の同
意を求めるものです。

提
　
出
　
者

議

案

番

号

議
　
案
　
名

本
会
議
議
決
結
果

議　　　　員　　　　名　　（議席番号順）

１
深
井
　
邦
彦

２
桑
原
　
一
憲

３
白
井
　
妙
子

４
今
井
　
　
博

５
安
中
　
　
聡

６
佐
藤
　
　
浩

７
長
谷
川
政
弘

８
伊
藤
　
昭
一

９
佐
藤
　
　
渉

10
平
井
　
敏
弘

11
牛
膓
　
利
栄

12
鈴
木
　
良
民

13
熊
倉
　
政
一

14
広
野
　
　
甲

15
剣
持
　
雄
吾

16
羽
下
　
　
貢

17
町
田
　
俊
夫

18
阿
部
　
周
夫

19
猪
熊
　
　
豊

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
長

議第93号 平成27年度五泉市一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※
１

議第94号 五泉市監査委員の選任について 同意 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ×

【〇：賛成、×：反対、除：除斥】議員別議案賛否一覧表

※1　法律に特別の定めがある場合を除く外、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。
※2　地方自治法第117条の規定により、自己に直接利害関係のある事件については議事に参与できないため、退席し表決に加わっていません。　

※2

正副議長選挙結果

議長選挙 副議長選挙

得　　　票 
(有効投票)

林　　　　　茂 16 当選 熊　倉　政　一 16 当選

猪　熊　　　豊 3 安　中　　　聡 3

総　　　数 19 総　　　数 19

無効投票 1 1

投票総数 20 20
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五泉市議会だより　第35号　

平成27年 第７回

12月 17議案を可決・承認

定例会 市内同一料金化に向けた給水条例の一部

改正や制度改正に伴う農業委員等の定数

条例、平成27年度各会計の補正予算な

ど

　平成27年第７回12月定例会が12月２日に招集され、12

月17日まで16日間の会期で開催されました。

　初日には会期決定、議長報告の後、補正予算の専決処

分１件を承認して一般質問の一部を行いました。

　３日は引き続き一般質問を行い、通告者全員の質問が

終了しました。

　翌４日は14件の議案が一括上程され、質疑が行われた

後それぞれ所管の常任委員会へ付託されました。

　８日、９日、10日、17日には常任委員会が開かれ、付

託された議案の審査が行われました。

　最終日には各常任委員会の審査報告が行われました。

議員から給水条例の一部改正案に対する修正案が提出さ

れましたが、採決の結果これは否決され、それぞれ原案

のとおり可決・同意をし、市長から追加提案された一般

会計の補正予算を可決して閉会しました。

12月　２日(水)

３日(木)

４日(金)

８日(火)

９日(水)

　　　10日(木)

　　　17日(木)

本会議（開会、会期決定、議長報告、議案審議、一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（議案上程、質疑、委員会付託）

総務文教常任委員会、市民厚生常任委員会

建設産業常任委員会

建設産業常任委員会

市民厚生常任委員会、建設産業常任委員会

本会議（委員会審査報告、質疑、採決、議案審議、閉会）

　12月定例会の日程

月　日 内　　　　容
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五泉市議会だより　第35号

主な議案の議決結果・概要
提
出
者

審　　議　　案　　件
審査した 
委員会 

※1

本会議
議　決 
結　果

概　　　　　　　　　　　　　　要

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第95号
専決処分の報告承認について
〔平成27年度五泉市一般会計補正
予算（第６号）〕

承認
選挙管理委員等の費用弁償17万９千円と馬下保養センターの源泉貯湯槽整備工
事1,550万円の追加、及び調整による予備費1,567万９千円の減額が補正の内容
です。既決予算総額に変更はありません。

議第96号
新潟県市町村総合事務組合規約の
変更について

総務文教 可決

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴っ
て、第12条中の「教育委員会委員長」を「教育委員会教育長」に改めるとともに、
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴って別表中の引用条項を修正す
るものです。

議第97号
五泉市特別職の職員で非常勤の者の報
酬及び費用弁償額等に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

建設産業 可決
農業委員会等に関する法律の一部改正により農地利用最適化推進委員が新設さ
れたことに伴って、同委員の報酬額を規定するものです。

議第98号
五泉市税条例等の一部を改正する
条例の制定について

総務文教 可決

地方税法等の一部を改正する法律の公布に伴って、徴収猶予に係る市の徴収金の
分割納付などの方法や手続等について、また、担保の徴取を不要とする基準など
について規定するとともに、納付書等の法人番号の記載についての規定を削除す
るなどの改正を行うものです。

議第99号
五泉市入湯税条例の一部を改正す
る条例の制定について

総務文教 可決
地方税法施行規則等の一部を改正する省令の公布に伴って、第８条の法人番号
に係る引用条項の文言を整理するものです。

議第100号
五泉市介護保険条例の一部を改正
する条例の制定について

市民厚生 可決
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づ
いて、申請書の記載事項に個人番号を追加するものです。

議第101号
五泉市農業委員会の委員等の定数
に関する条例の制定について

建設産業 可決

農業委員会等に関する法律の一部改正に伴って、農業委員会委員の定数と農地
利用最適化推進委員の定数をそれぞれ規定するとともに、委員の選出方法が推
薦・公募制に変わって選挙規定が無くなることから、関連する二つの条例を廃
止するものです。

議第102号
五泉市給水条例の一部
を改正する条例の制定
について

修正案
(議員提出)

否決
下の原案のうち、旧村松町地域の急激な負担増を緩和するための経過措置を削
除し、平成28年４月１日に市内一円を同一水道料金にするものです。

原　案
　　※2 
建設産業

可決

旧五泉市地域と旧村松町地域の水道料金体系を統一するため、現行の旧五泉市地域の料
金表を基に、水量区分及び料金を改めた新料金表に改正するものです。
これにより旧村松町地域の水道料金は概ね２割程度の値上げになることから、急激な負
担増を緩和するため、平成28年４月１日に約１割引き上げ、３年後に残る約１割を引き
上げる経過措置を盛り込み、平成31年４月１日に市内一円を同一水道料金にするものです。

議第103号 字の変更について（下条川向地区） 総務文教 可決
下条川向地区土地改良事業共同施行が行う区画整理に伴って、羽下及び下条の
一部の区域について、換地後整理し、下条川向とするものです。

議第104号
平成27年度五泉市一般会計補正予
算（第７号）

総務文教 
市民厚生 
建設産業

可決

既決予算総額に1,776万７千円を追加し、歳入歳出予算総額を252億2,706万７千円
とするものです。歳入では、国庫支出金の障害者自立支援給付費負担金1,215万円、
県支出金の障害者自立支援給付費負担金607万５千円の追加が主なものです。歳
出では、総務管理費2,054万１千円、社会福祉費2,925万８千円、道路橋梁費1,932
万１千円の追加と、各費目の人件費減額との差し引きによる追加が主なものです。

議第105号
平成27年度五泉市国民健康保険特
別会計補正予算（第３号）

市民厚生 可決
既決予算総額から63万９千円を減額し、歳入歳出予算総額を68億241万４千円
とするものです。歳入は一般会計繰入金の減額です。歳出は人件費70万円の減
額とシステム借上料の６万１千円の追加の差し引きによる減額です。

議第106号
平成27年度五泉市介護保険特別会
計補正予算（第３号）

市民厚生 可決

既決予算総額に204万４千円を追加し、歳入歳出予算総額を61億3,464万円とす
るものです。歳入は国庫支出金100万２千円、支払基金交付金75万６千円の追
加が主なものです。歳出は保険給付費270万円の追加と人件費減額の差し引き
による追加が主なものです。

議第107号
平成27年度五泉市下水道事業特別
会計補正予算（第３号）

建設産業 可決
既決予算総額に186万４千円を追加し、歳入歳出予算総額を32億9,520万１千円
とするものです。歳入は一般会計繰入金の追加です。歳出は修繕料の追加と人
件費減額の差し引き等による追加です。

議第108号
平成27年度五泉市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第３号）

市民厚生 可決
既決予算総額から14万円を減額し、歳入歳出予算総額を４億9,506万円とするも
のです。歳入は一般会計繰入金の減額です。歳出は人件費の減額とシステム借
上料の追加の差し引きによる減額です。

議第109号
平成27年度五泉市水道事業会計補
正予算（第３号）

建設産業 可決

収益的収支の支出予定額から2,051万５千円を減額し、資本的収支の支出予定額
から390万円を減額するものです。収益的収支は五泉水道経営変更認可作成委
託料2,000万円の減額が主なものです。資本的収支は、村松第７水源施設整備実
施設計委託料1,500万円と同水源構内整備工事1,000万円の減額、及び同水源さ
く井（その２）工事2,200万円の追加が主なものです。

議第110号
五泉市教育委員会委員の任命につ
いて

同意
平成28年２月22日をもって任期満了となる教育委員の後任に、山下浩子さんを
任命するものです。

議第111号
平成27年度五泉市一般会計補正予
算（第８号）

可決

歳出の総務費40万１千円の追加は、総務管理費の普通旅費です。
民生費18万６千円の追加は、社会福祉費で、車両の修繕料です。
予備費58万７千円の減額は、歳出を調整して減額するものです。
歳入歳出既決予算総額に変更はありません。

議
　
員

業界団体から費用を負担しても
らってイタリア渡航した伊藤勝美
五泉市長に対して、政治倫理確立
のため減給処分を求める動議

否決
市長が、公務でありながら旅費の一部を業界団体から負担してもらった行為は
市政への疑念や不信を招くものであるため、市政の信頼を回復して政治倫理を
確立するため、市長が自ら減給処分を行うことを強く求めるものです。

※１　総務文教：総務文教常任委員会，市民厚生：市民厚生常任委員会，建設産業：建設産業常任委員会

※２　建設産業常任委員会では、審議の結果議第102号を原案のとおり可決しました。
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そ
れ
ら
と
の
協
力
体
制
が
で
き
て
い
ま
す
、と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
件
に
対
し
て
委
員
か
ら
、
愛
宕
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
貸
し
出
し
の
件

が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
有
事
に
備
え
て
万
全
の
備
え
を
お
願
い
し
た
い

と
強
く
要
望
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
教
育
委
員
会
所
管
の
質
疑
の
中
で
、
保
健
体
育
費
の
「
普
通

旅
費
」
八
万
三
千
円
に
つ
い
て
、
利
用
目
的
は
何
か
、
と
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、

　

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
事
業
展
開
の
中
で
、
合
宿
誘
致
事
業
を
考
え

て
お
り
、
大
学
等
の
部
活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
合
宿
を
誘
致
す
る
た

め
、
大
学
等
へ
の
ピ
ー
ア
ー
ル
等
に
係
る
旅
費
で
あ
り
ま
す
、
と
の
答

弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
合
宿
を
す
る
た
め
に
は
利
用
施
設
が
し
っ
か
り
し
て
い
な

い
と
、
こ
こ
へ
来
た
い
と
な
ら
な
い
が
、
利
用
し
て
も
ら
う
施
設
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

市
内
に
あ
る
体
育
施
設
は
勿
論
の
こ
と
、
閉
校
と
な
っ
た
小
学
校
の

川
内
体
育
館
、
十
全
体
育
館
も
活
用
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
総
務
課
所
管
の
質
疑
の
中
で
、
防
災
費
の
「
防
災
行
政
無
線

再
免
許
申
請
業
務
委
託
料
」
五
十
三
万
円
に
関
連
し
て
、

　

防
災
行
政
無
線
の
移
動
系
の
免
許
更
新
と
の
こ
と
だ
が
、
何
年
ご
と

の
更
新
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ

　

総
務
省
の
許
可
が
五
年
に
一
回
の
更
新
と
な
り
ま
す
。
移
動
系
は
以

前
か
ら
携
帯
型
の
防
災
無
線
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
流
れ
の
中
で

五
年
目
と
い
う
こ
と
で
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会
費
の
「
選
挙
人
名
簿
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託

料
」
三
十
六
万
八
千
円
に
つ
い
て
、
来
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
か
ら
満
十
八
歳
以
上
の
投
票
と
な
る
た
め
選
挙
人
名
簿

の
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要
と
な
っ
た
と
の
説
明
に
対
し
て
、

　

十
八
歳
の
方
が
投
票
権
を
得
た
こ
と
を
閲
覧
し
て
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
は
、
い
つ
頃
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
改
修
の
内
容
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
来
年
七
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
の
通
常
選
挙
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
七
月
ま

で
の
間
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
満
年
齢
二
十
歳
以
上
の
方
の
選
挙
人
名
簿

を
調
製
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
シ
ス
テ
ム
改
修
は
補
助
事
業
の
た

め
、今
年
度
中
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
、と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
犯
等
対
策
費
の
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
事
業
補
助
金
」

五
十
五
万
五
千
円
に
関
連
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
は
ど

こ
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

補
助
事
業
と
し
て
は
、
市
内
全
域
の
町
内
会
か
ら
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
の
で
、ど
の
地
域
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
平
に
な
る
よ
う
に
一
回
目
の
申
請
は
、
お
お
む
ね
五
灯
ま
で
と
制
限

し
て
お
り
ま
す
が
、
灯
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
少
し
で
も
早
く
進
む
よ
う
に

支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し

た
。

　

次
に
、
税
務
課
所
管
の
質
疑
の
中
で
、
賦
課
徴
収
費
の
「
シ
ス
テ
ム

改
修
委
託
料
」
百
四
十
九
万
千
円
に
関
連
し
て
、
シ
ス
テ
ム
改
修
と
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

税
法
改
正
に
伴
う
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
確
定
申
告
書
や
電
子
給
与

支
払
い
報
告
書
等
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
に
対
応
す
る
も
の
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
対
応
す
る
も
の
が
主
な
も
の
で
あ
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
運
用
は
二
十
九
年
度
か
ら
と
考
え
る
と
、

こ
の
時
期
に
シ
ス
テ
ム
改
修
す
る
理
由
は
何
か
、と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
関
係
で
平
成
二
十
八
年
一
月
以
降
の
給
与
収
入
の
報

告
等
に
つ
い
て
新
型
様
式
に
な
る
た
め
、
そ
れ
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

が
必
要
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

去
る
十
二
月
四
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

事
件
は
、

議
第
九
十
六
号
　
新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て

議
第
九
十
八
号
　
五
泉
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

議
第
九
十
九
号
　
五
泉
市
入
湯
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

議
第
百
三
号
　
　
字
の
変
更
に
つ
い
て

議
第
百
四
号
　
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

七
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に
属
す
る
事
項

　

以
上
の
五
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審
査
を

行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委
員
会
審
査
報
告
書

に
記
載
の
と
お
り
、
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
第
百
四
号　

平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

七
号
）
に
つ
い
て
、

　

ま
ず
、
消
防
機
関
所
管
の
質
疑
の
中
で
、
常
備
消
防
費
の
「
消
防
防

災
航
空
隊
員
市
町
村
負
担
金
」
四
万
六
千
円
に
関
連
し
て
、
防
災
ヘ
リ

の
運
用
に
つ
い
て
、
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

防
災
ヘ
リ
は
新
潟
空
港
に
あ
り
ま
す
が
、
二
十
年
間
使
っ
て
い
た
ヘ

リ
が
今
年
更
新
と
な
り
、
新
し
い
ヘ
リ
は
航
空
隊
員
の
訓
練
中
で
四
月

一
日
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。主
に
山
岳
遭
難
、

水
難
事
故
で
の
捜
索
・
救
助
で
活
躍
し
て
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
防
災
ヘ
リ
が
運
用
が
で
き
な
い
こ
の
期
間
中
の
対
応
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

県
警
ヘ
リ
が
三
機
あ
り
ま
す
し
、隣
県
に
も
防
災
ヘ
リ
が
あ
る
の
で
、

◎
剣
持
　
雄
吾
　
　
　
林
　
　
　
茂
　
　
　
今
井
　
　
博
　
　
　
深
井
　
邦
彦

○
佐
藤
　
　
浩
　
　
　
安
中
　
　
聡
　
　
　
桑
原
　
一
憲

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

審
査
報
告
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五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
七
号
）
の
う
ち
、
戸
籍
住

民
基
本
台
帳
業
務
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
委
託
料

百
二
十
万
円
に
関
連
し
て
、

　

委
託
料
の
説
明
の
中
で
、
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と

あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
と
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、

　

申
し
込
み
さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
、
市
役
所
へ
取
り
に

来
ら
れ
た
時
に
、本
人
の
顔
と
写
真
を
確
認
す
る
わ
け
で
す
が
、

目
で
見
て
お
か
し
い
場
合
、
機
械
に
通
し
て
と
い
う
こ
と
で
、

国
の
方
で
、
正
確
な
も
の
に
す
る
た
め
に
こ
れ
を
活
用
し
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
、
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、
同
一
性

を
慎
重
に
判
断
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
連
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
の
郵
送
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

十
一
月
二
十
日
現
在
で
す
が
、
一
万
八
千
八
百
二
十
一
件
郵

送
し
戻
っ
て
き
た
の
が
千
百
十
九
件
、
そ
の
内
取
り
に
来
ら
れ

た
方
は
百
七
十
件
で
す
の
で
、
配
ら
れ
た
の
は
一
万
七
千
八
百

七
十
二
件
、
率
に
し
て
九
十
五
％
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
戻
っ
て
き
た
千
百
十
九
件
の
う
ち
五
件
は
受
け
取
り

拒
否
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
国
で
は
受
け
取
り
拒
否
も
届
い

た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
、
と
の
こ
と
で
す
。

　

戻
っ
て
き
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
概
ね
三
カ
月
程
度
保
管
し

ま
す
が
、
期
限
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
延
ば
し
て
い
く
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
、と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
他
市
で
は
、
間
違
っ
て
、
住
民
票
発
行
時
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
書
い
て
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
ど
う
思
う
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

人
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
も
起
き
う
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
二
重
三
重
の
チ
ェ
ッ
ク
を
か
け
て
や
る

と
い
う
の
が
事
務
の
基
本
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
五
泉
市
で
も

二
重
三
重
の
チ
ェ
ッ
ク
を
か
け
て
い
き
ま
す
、
と
の
答
弁
で
し

た
。

　

次
に
、
こ
ど
も
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
母
子
衛
生
費
の

不
妊
治
療
助
成
事
業
百
二
十
万
円
に
関
連
し
て
、

　

不
妊
治
療
に
あ
っ
て
は
、
当
初
予
算
に
比
べ
需
要
が
増
大
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

婚
姻
届
を
出
し
た
際
に
妊
活
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
配
り
す
る

な
ど
い
ろ
ん
な
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
二
十
六
年
度
が

四
十
一
件
三
百
六
十
万
ほ
ど
の
実
績
で
、
今
年
度
は
上
半
期
で

す
で
に
二
百
三
十
五
万
く
ら
い
の
助
成
が
あ
り
、
昨
年
度
の
同

時
期
よ
り
百
五
十
％
の
伸
び
と
い
う
こ
と
で
、
全
体
で
四
十
八

件
約
五
百
五
十
万
近
く
い
く
だ
ろ
う
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
助
成
の
額
に
つ
い
て
は
、
一
件
に
つ
き
上
限
が
十
五
万

円
で
、
十
回
ま
で
と
い
う
ふ
う
な
助
成
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、

と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

以
上
、
会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

去
る
十
二
月
四
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
事
件
は
、

 

議
第
百
号
　
　
　
五
泉
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
百
四
号
　
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
七
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に
属

す
る
事
項

議
第
百
五
号
　
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

議
第
百
六
号
　
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

議
第
百
八
号
　
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　

以
上
の
五
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審

査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委
員
会

審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
市
民
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
平
成
二
十
七
年
度

◎
佐
藤
　
　
渉
　
　
　
町
田
　
俊
夫
　
　
　
広
野
　
　
甲
　
　
　
白
井
　
妙
子

○
伊
藤
　
昭
一
　
　
　
羽
下
　
　
貢
　
　
　
熊
倉
　
政
一

市
民
厚
生
常
任
委
員
会 

審
査
報
告
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審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
上
下
水
道
局
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
議
第
百
二
号

五
泉
市
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

　

水
道
委
員
会
の
中
で
は
、
料
金
体
系
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

議
論
が
あ
っ
た
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

水
道
委
員
会
で
は
、
水
量
料
金
区
分
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
使

用
形
態
を
考
慮
し
て
口
径
別
に
、
生
活
用
の
水
と
し
て
十
三
ミ

リ
と
二
十
ミ
リ
、
営
業
用
と
し
て
二
十
五
ミ
リ
と
三
十
ミ
リ
、

そ
の
ほ
か
工
業
用
と
い
う
よ
う
に
区
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
各
口
径
の
平
均
使
用
量
を
鑑
み
て
、
生
活
用
は
十
一
㎥
か

ら
三
十
㎥
ま
で
、
営
業
用
は
三
十
一
㎥
か
ら
百
㎥
ま
で
、
百
一

㎥
以
上
は
工
業
用
と
し
て
区
分
し
単
価
の
設
定
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
大
口
使
用
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
千
一
㎥
か
ら
の
単
価
も
設
定
し
た
も
の

で
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
議
第
百
二
号
五
泉
市
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
条
例
施
行
日
よ
り
村
松
地
区

の
三
年
間
の
激
変
緩
和
措
置
に
関
す
る
疑
義
を
含
め
、
様
々
な

議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
商
工
観
光
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
議
第
百
四
号

平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
七
号
）
の

う
ち
消
費
者
行
政
活
性
化
事
業
「
通
話
録
音
装
置
購
入
費
」

二
十
万
円
に
関
連
し
て
、

　

電
話
に
よ
る
特
殊
詐
欺
等
被
害
防
止
対
策
の
た
め
、
県
の
補

助
金
を
活
用
し
て
通
話
録
音
装
置
を
二
十
台
購
入
し
、
被
害
防

止
モ
ニ
タ
ー
事
業
を
実
施
す
る
、
と
の
説
明
を
受
け
て
、

　

通
話
録
音
装
置
の
貸
し
出
し
は
、
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、

と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

今
回
は
、
無
償
貸
与
と
い
う
形
で
、
対
象
に
つ
い
て
は
高
齢

者
を
考
え
て
い
ま
す
。
高
齢
福
祉
課
や
防
災
担
当
、
そ
れ
か
ら

警
察
に
も
協
力
を
お
願
い
し
、
ど
う
い
う
世
帯
が
い
い
の
か
を

検
討
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。少
な
い
台
数
を
、

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

以
上
、
会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

去
る
十
二
月
四
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
事
件
は
、

議
第
九
十
七
号 

五
泉
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
額
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
百
一
号 

五
泉
市
農
業
委
員
会
の
委
員
等
の
定
数
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
百
二
号 

五
泉
市
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議
第
百
四
号 

平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
七
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に
属

す
る
事
項

議
第
百
七
号 

平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

議
第
百
九
号 

平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
三
号
）

　

以
上
、
六
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審

査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委
員
会

◎
阿
部
　
周
夫
　
　
　
猪
熊
　
　
豊
　
　
　
牛
膓
　
利
栄

○
長
谷
川
政
弘
　
　
　
鈴
木
　
良
民
　
　
　
平
井
　
敏
弘

建
設
産
業
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

（◎委員長　○副委員長）
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議 員 の 抱 負 を 紹 介 し ま す　 

※1　法律に特別の定めがある場合を除く外、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。

【〇：賛成、×：反対、―：欠席】議員別議案賛否一覧表

提
　
出
　
者

議

案

番

号

議
　
案
　
名

議

決

結

果

議　　　　員　　　　名　　（議席番号順）

１
深
井
　
邦
彦

２
桑
原
　
一
憲

３
白
井
　
妙
子

４
今
井
　
　
博

５
安
中
　
　
聡

６
佐
藤
　
　
浩

７
長
谷
川
政
弘

８
伊
藤
　
昭
一

９
佐
藤
　
　
渉

10
平
井
　
敏
弘

11
牛
膓
　
利
栄

12
鈴
木
　
良
民

13
熊
倉
　
政
一

14
広
野
　
　
甲

15
剣
持
　
雄
吾

16
羽
下
　
　
貢

17
町
田
　
俊
夫

18
阿
部
　
周
夫

19
猪
熊
　
　
豊

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第95号
専決処分の報告承認について

〔平成27年度五泉市一般会計補正予算（第６号）〕
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１

議第96号 新潟県市町村総合事務組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第97号
五泉市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償額

等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

議第98号 五泉市税条例等の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第99号 五泉市入湯税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第100号
五泉市介護保険条例の一部を改正する条例の制定につ

いて
可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議第101号
五泉市農業委員会の委員等の定数に関する条例の制定

について
可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

議第102号
五泉市給水条例の一部を改正する条例の制定
について

修 正 案 否決 × × × ― × × × × × × × × × ○ ○ × ○ ○ ×

原　　案 可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × ×

議第103号 字の変更について（下条川向地区） 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第104号 平成27年度五泉市一般会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第105号
平成27年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）
可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

議第106号 平成27年度五泉市介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議第107号
平成27年度五泉市下水道事業特別会計補正予算

（第３号）
可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議第108号
平成27年度五泉市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第３号）
可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第109号 平成27年度五泉市水道事業会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議第110号 五泉市教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第111号 平成27年度五泉市一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

議
員

業界団体から費用を負担してもらってイタリア渡航し
た伊藤勝美五泉市長に対して、政治倫理確立のため減
給処分を求める動議

否決 × × × ― ○ × × × × × × × × × × × × × ○
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議 員 の 抱 負 を 紹 介 し ま す　 一般質問（通告順）

　12月定例会では13人の議員が一般質問を行いました。通告順に従い、質問者の氏名と
質問の件名をお知らせします。

羽下　　貢 ◦住居表示について
◦公共交通網の再整備について

猪熊　　豊
◦安心して暮らせるまちづくり　◦市長のイタリア渡航問題
◦税金30億円も投入する複合施設建設構想問題
◦安心して子育てできるまちづくり

阿部　周夫
◦都市整備行政（東南環状線）
◦都市整備行政（消雪パイプ）
◦上下水道事業（料金格差）

平井　敏弘
◦愛宕原地内の冬季におけるドクターヘリ等ヘリコプター離着陸場所
　について
◦平成29年４月１日開校の市立村松桜中学校について

伊藤　昭一
◦今後の農業行政
◦学校給食について

白井　妙子
◦五泉市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略について
◦除雪について
◦支援学級の教育について

町田　俊夫 ◦市長の政治姿勢について

剣持　雄吾
◦市長の政治姿勢について
◦子育て支援対策について
◦商工行政（中心市街地の活性化）

安中　　聡
◦福祉の充実を　◦高齢者のために除雪関係費用補助を　◦合併問題の解決

を図るとともに、農工商及び歴史文化の促進を　◦市長が率先して議員定
数及び議員報酬の削減を　◦市民が表立って批判できる市政・議会を

佐藤　　渉 ◦人口減少対策（出会いの場の創出）について

今井　　博
◦住居表示整備事業計画について
◦新町の雨水管、寺町の側溝に関する騒音について
◦市議会会議のインターネット中継（ライブ）と録画の配信について

鈴木　良民
◦通学路の安全対策について
◦複合施設建設について
◦人口減少について

桑原　一憲
◦市民と行政による協働のまちづくりについて
◦議会改革について
◦五泉市の教育について
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平
成
二
十
八
年
一
月
十
日

成
人
式
と
防
火
祈
願
祭
・
は
し
ご
乗
り
奉
納

議会に関するご意見・ご要望をお寄せください。
議会事務局　☎（43）3911／ E-mail :gikai@city.gosen. lg.jp ／ URL:http://www.city.gosen. lg.jp

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
い

う
諺(

こ
と
わ
ざ)

が
あ
り
ま
す
。
そ
の

年
の
計
画
は
元
旦
に
た
て
る
こ
と
が
望

ま
し
く
、
こ
れ
を
常
に
銘
記
し
て
お
け

ば
、
充
実
し
た
一
生
を
送
れ
る
と
い
う

こ
と
だ
そ
う
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
は

今
年
、
ど
の
よ
う
な
計
画
を
た
て
ら
れ

た
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、
皆
さ
ま
は
穏
や
か
な
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
五
泉

市
は
昨
年
、
一
昨
年
と
台
風
に
よ
る
強

風
・
高
温
に
見
舞
わ
れ
て
、
農
作
物
は

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
元
旦
の

計
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
こ
そ
は

災
害
の
な
い
一
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、
新
し
い

試
み
と
し
て
各
議
員
の
抱
負
を
掲
載
し

ま
し
た
。
是
非
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
広
報
委
員
会

　

委

員

長　

伊
藤　

昭
一

　

副
委
員
長　

鈴
木　

良
民

　

委　
　

員　

猪
熊　
　

豊

　
　

〃　
　

阿
部　

周
夫

　
　

〃　
　

佐
藤　
　

渉

　
　

〃　
　

桑
原　

一
憲

　
　

〃　
　

深
井　

邦
彦

編

集

後

記


